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平成29年2月4日（土曜日）、毎年恒例の高知西病院院内学会を開催しました。

今回は各部門、各部署からの研究成果や検討結果等、15演題の発表でした。

専門職としての視点や工夫など、また各部門の特色が現れた発表でした。このように職員が一同に集ま

り、ユニフォーム姿とはひと味違うスーツ姿の発表者に目を奪われ、耳を傾け、質問するなど、大変貴重な時

間を過ごすことが出来ました。今回発表された中から、2演題が推薦され、11月のJCHO学会に参加します。

特別講演「南海トラフ地震に備える」
国立大学法人高知大学防災推進センター特任教授　岡村眞先生

今回の特別講演は、地震地質学者として高名な岡村先生にご講演して頂きました。

「南海トラフ地震は必ず来ます、皆さんの自宅は、地震に対する備えをしていますか？」「自分の命は自

分で守って下さい」「津波の来ない安全なところに住んでください」「危機管理意識の高い企業は、郊外

に移転しています」「1分以上の長い揺れは危険です、津波がきます、一刻も早く高いところに逃げてくだ

さい」と強調される内容でした。地震、津波の発生に備えて、自家用車の燃料は最後のガソリンになるか

もしれないという危機感を持ち、常に半分以上に保ち、ペットボトルの水等も常備する必要性を述べられ

ました。実際、先生の車にそれらが準備されているのを拝見し、危機意識が高いことを実感いたしました。

当院は、10月に高知市主催の災害訓練を行う予定です。今回先生がお話しされたことをふまえ、職

員一同地域を含めた南海トラフ地震対策に取り組んで参ります。
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第26回　院内学会開催

先生のお誕生日

サプライズで花束を

学会準備委員
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第1回 神田川（こうだがわ）セミナー
「地域包括ケアシステムの構築と訪問診療について」

地域包括ケア推進として、地域の医療連携、住民と医療との太いきずなを目指して神田川セミナー

を企画しました。神田川は、病院の前を流れる鏡川の支流河川で、この流域こそが当院に於ける地域

包括ケアの中心となるものです。平成29年4月12日、記念すべき第１回を開催、在宅医療に尽力され

ている高知いちょう医院の高橋先生にご講演して頂きました。

講演は、堅苦しくない落ち着いた雰囲気で聞けるようにと、自ら持ってこられたエンヤの音楽を聞

きながら、終始穏やかに心地良い雰囲気で、紳士的な先生のお人柄が表れた１時間でした。

「在宅診療における訪問看護師の役割は大きく、最初は多くのことを助けられ学んだ」と、ユーモ

アを交えて話され、心に残る患者さんのお話がありました。「先生に診て欲しかった、この日を待っ

ていた・・」と患者さんに慕われ、医師として人として信頼されておられました。

最後に、この言葉をわたくしたちに伝えられました。“在宅医療の目指すものは、安心して尊厳が

守られて、小さくても希望のある日々を送れること”“看取りの患者さんに、医療者として何かでき

ること、大事なことは向き合うことです”“シシリー・ソンダースは「何もせずに、その傍らにいて

あげなさい」と言っています”と、心に響く言葉でした。こころに寄り添うということを医療者とし

て強く刻みました。

今回、職員参加が82名、在宅医療への関心の高さを表しており、今後このセミナーを重ねることで、

この地域で連携する病院間の関係構築をすすめ、自宅等の暮らしを地域で支えていく地域完結型医

療・ケアに貢献するよう努力致します。

高知いちょう医院副院長　高橋謙介先生

☆地域包括
ケア病床☆

8月1日開設
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外来では、月曜日から金曜日の午前中に、消化器疾

患を中心に外科一般の診療を行っています。

消化器内視鏡検査では、上部下部消化管内視鏡検査

を行い、ポリープ等が認められた場合は、内視鏡的粘

膜切除術を行います。

肝胆膵の内視鏡検査は、放射線室で午後に実施して

います。

当院は2004年から経鼻内視鏡を取り入れ2016年度の

上部下部内視鏡実績は2201症例です。

消化器を中心とした手術は、水曜～金曜日の午後に

行い、火曜日と木曜日の午後は、やまかわ乳腺クリニ

ックからの紹介患者さんの手術を、山川卓医師の執刀

で行っています。

入院病棟では、手術後の患者さんや手術が必要でない消化器疾患の患者さん、他病院からの紹介で

手術後のリハビリ目的の患者さん、治療等が必要な透析患者さんが大多数を占めます。

また、健康管理センターの健診業務にも携わるなど、純粋な外科疾患の患者さんだけではなく、ま

るで総合医のごとく幅広く対応しております。

内科のようで内科でない。透析科のようで透析科でない。

それは何科？と尋ねたら　アラ西病院外科！ といった感じの診療科です

外科スタッフは、川ì博之統括診療部長、河合秀二

西山瑩名誉院長、桑原和則名誉院長（透析）、井関恒医師の5名です。

西山 桑原

診療科紹介～外 科～　消化器外科部長　河合秀二

井関川ì 河合
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当院は「人工透析」「リハビリテーション」「健診」を三本柱として特色のある病院を目指し取り組
んでいます。
人工透析室は、前身である厚生年金高知リハビリテーション病院で昭和52年に10床を新設、その

後30床まで増床を行いました。県下の公的機関としては最大のベッド数を有し、他施設からのリハビ
リや手術目的の患者様を積極的に受け入れ、地域医療に貢献しています。

１）夜間透析：昼間のみでなく夜間透析も実施しており、働きながら透析治療を受ける患者様の
ニーズに応えています

２）リハビリ：リハビリテーションを必要とする患者様が入院透析治療を受けられる、県下で数
少ない施設のひとつです

３）オンライン透析：これまでの『血液透析（HD）』より、有用な治療法と言われている『血液濾過透析
（HDF）』をより多くの患者様に提供できるよう平成28年7月よりオンライン透析（OHDF）を導入しました

４）シャント外来：透析専門医の野口智永先生（東京・吉祥寺あさひ病院）を招じ、診察･処置･
手術困難なシャントトラブル事例の手術および管理を行っています

桑原和則名誉院長 井関 恒医師

【スタッフ】

桑原和則名誉院長

河合秀二消化器外科部長

井関 恒医師

をはじめ、看護師、臨床工

学技士が連携し、患者様に

信頼され、安心して治療を

受けていただける透析室を

目指しています

第55回日本透析医学会総会で「透析患者のみ
ならず透析医師の高齢化により、今後透析およ
びシャント管理が困難な状況になることは明白
であるため、高知県の透析患者を一元的に管理
できる、シャント管理に特化した施設をつくり
たい。まずは我々の病院で始めたい。」と野口先
生に声を掛け、当院でシャント外来を開設して7
年になります。野口先生は月に1～2度東京より
お出で頂き、当院のみならず高知県下の多数の
施設の患者様のシャント管理を行っています。
今後も当初の目標である“高知県透析患者シャ
ント管理センター創設”を目指し、日々透析お
よびシャント管理に携わっていきたいと考えて
います。

人 工 透 析 室Close UpClose Up

野口智永医師

河合秀二消化器外科部長
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－高知西病院New Face－
着任しました！ A趣味　B好きな芸能人

①家にいます。たまに出かけます。

②ゴー☆ジャス、ハリウッドザコシショウ

以前は岡山県で働いていましたが、昨年より高知に

転勤となり、医療センターで１年間働いたあと、今年

度より当院でお世話になる事となりました。

業務としては、梶谷先生とともに整形外科疾患全般

に対応することになりますが、外傷性疾患について重

点的に関わっていければと考えています。

急性期だけの病院ではないので、入院から手術、リ

ハビリ、そして家に帰るまでのお手伝いができれば嬉

しいです。よろしくお願いします。

東原
ひがしはら

直裕
なおひろ

（整形外科医師）

①今は実家に帰って、掃除など家事全般

②鈴木砂羽（明るくて、自然体なので）

この度、JCHO高知西病院の総看護師長として着任い

たしました。歴代の総看護師長が育ててこられた、看

護課を任せられるにあたって、その責任の重さに大変

緊張した初日でした。

当院看護課は、「こころに寄り添う、やさしい言葉と

思いやりの看護」を理念とし地域の皆様からの信頼も

厚く、職員一丸となり看護を実践しているところです。

これまで培ってきた高知西病院の看護を大切にしなが

ら、時代に応じた変革をもたらす看護課でありたいと

考えています。

今後も地域の皆様の期待に応え、信頼される看護を

提供できる様努力して参りますので、ご指導の程よろ

しくお願いいたします。

浅野
あさの

実香
み か

（総看護師長）
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－高知西病院New Face－
A趣味　B好きな芸能人　C今後の意気込み

①ドライブ、買い物

②ダウンタウン

③病院チームの一員とし

て患者さんに少しでも安

心していただけるよう、

努めて参りますので、よ

ろしくお願いします。

坂上
さかのうえ

浩平
こうへい

(3F病棟看護助手)

①子供がしているドッチ

ボールの応援に行った

り、友達と出掛けたり、

何もない時は、家でのん

びり過ごしたりしていま

す。

②梨花

③早く仕事を覚えて、皆

さんに安心して仕事を任

せて頂けるように頑張り

たいです。

田中
たなか

美穂
み ほ

さん　(総務企画：医事)

①孫と遊んでいます

②阿部サダヲさん

③一連の動きをスムーズ

に行えるように努力した

いと思います。

森岡
もりおか

美香
み か

(5F病棟看護助手)

①子供のサッカーの応援

や、公園に行って遊んで

います。

②嵐

③優先順位を考えて手際

よく仕事ができる様努力

したいです。又、元気に

笑顔でがんばっていきた

いと思います。

寺山
てらやま

みゆきさん (健診センター事務員)

①映画鑑賞と散歩

②舘ひろし

③患者さんに好かれる職

員に！！

谷口
たにぐち

京成
きょうせい

(理学療法士)
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●とさでん交通バス「船岡南団地行」�
　で「船岡団地前」下車すぐ�

●はりまや橋から車で15分�

●JR高知駅から車で20分�

●JR朝倉・旭駅から車で10分�

●診療科目：内科、外科、整形外科、消化器外科�
　　　　　　泌尿器科、リハビリテーション科�
　　　　　　麻酔科、人工透析血管外科�
●受付時間：午前8時30分～11時30分�
　　　　　　午後1時00分～4時30分�
●休　診　日：土曜日、日曜日、祝祭日、�
　　　　　　年末年始（12月29日～1月3日）�
●面会時間：午後1時～7時�

概　　　　　　要�

ローソン�

セブンイレブン�

マルニ�

健康管理センター�

独立行政法人　地域医療機能推進機構�
高 知 西 病 院 �
�

内科外来�

金曜�
秋　澤�
岡　林�
篠　原�
橋　本�

木曜�
山　田�
吉　村�
篠　原�
秋　澤�

篠原  ※15時まで�

水曜�
山　田�
橋　本�
�

秋　澤�
岡　林�

火曜�
山　田�
橋　本�
�

秋　澤�
�
�

吉　村�

篠原�
※15時まで�

岡林�
15時から�

月曜�診療科�
山　田�
秋　澤�
岡　林�
橋　本�

�
午前�

午後�

整形外科外来�

金曜�
梶　谷�
�

手　術�

木曜�
安　田�
東　原�
�

水曜�
梶　谷�
安　田�
手　術�

火曜�
梶　谷�
�
�

月曜�診療科�
安　田�

梶谷・東原�
手　術�

午前�

午後�

午後�

外科外来�

金曜�
河　合�
河　合�
（内視鏡）�

�

木曜�
河　合�
河　合�
（内視鏡）�
手　術�

水曜�
川　ì�
川　ì�

（内視鏡）�
�

火曜�
井　関�
川　井�
（内視鏡）�
手　術�

月曜�診療科�
西　山�
川　井�

（内視鏡）�
�

�
午前�

泌尿器外来�

金曜�木曜�
香　西�
香　西�

水曜�
　�

火曜�
　�

月曜�診療科�
　�午前�

午後�

外 来 予 定 表 �

健康管理センター�

平成２9年9月１日現在�

各種健康診断を、平日のみ予約制で実施　（土日祝日休み）　��

ご予約、お問い合わせは、9時～17時の間に　@０８８－８４３－８２２０　までお願い致します�

医師不在の場合がありますので、ご確認下さい。�
※主に肺CT予約のみ�
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－編集後記－

広報誌「こなつ」は、2年目を迎えました。

8月には地域包括ケア病床を開設致しました。関係機関と連携

をとり、地域の皆様が住み慣れた環境で安心して生活が送れる

ように努めさせて頂きます。今後とも宜しくお願い致します。
表紙写真提供は、総務企画課　安藤芳浩
土佐市出間（いずま）ひまわり畑

（10月下旬から11月上旬頃には、遅咲きの
ひまわりも楽しめるようです）
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